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後
方
支
援
活
動
か
ら
見
た
被
災
地
支
援
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１ 

　 

は
じ
め
に

　

今
回
、
災
害
特
性
が
異
な
る
被

災
地
で
の
活
動
を
通
じ
、
派
遣
者

ひ
と
り
一
人
に
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ

き
が
あ
っ
た
。
こ
の
気
づ
き
を
単

な
る
個
々
の
気
づ
き
に
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、
市
の
防
災
対
策

に
ど
う
活
か
せ
る
の
か
、
そ
の
活

動
を
絡
め
な
が
ら
方
向
性
を
考
え

て
み
た
い
。

２ 

　 

派
遣
の
経
緯

　

阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
中
越
地
震
等
の
大
規
模

災
害
直
後
の
被
災
地
住
民
の
支
援

を
迅
速
に
行
う
た
め
、
厚
生
労
働

省
健
康
局
総
務
課
保
健
指
導
室
が

全
国
の
保
健
師
を
有
す
る
自
治
体

に
派
遣
依
頼
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

被
災
後
早
期
の
住
民
支
援
を
行
う

仕
組
み
が
確
立
さ
れ
た
。（
図
１
）

① 

被
災
地
の
地
域
保
健
活
動

　
　
　

〜
災
害
支
援
を
通
じ
て
考
察
す
る
横
浜
市
の
防
災
対
策
への
活
か
し
方
〜

　

今
回
も
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
、

震
災
翌
日
の
平
成
23
年
３
月
12
日

に
「
厚
生
労
働
省
健
康
局
総
務
課

保
健
指
導
室
長
」
か
ら
出
さ
れ
た

保
健
師
等
の
派
遣
要
請
に
、
健
康

福
祉
局
が
調
整
役
と
な
り
関
係
区
・

局
の
協
力
の
も
と
、
３
月
14
日
に

岩
手
県
大
船
渡
保
健
所
へ
、
４
月

５
日
に
福
島
県
の
保
健
福
祉
事
務

所
へ
派
遣
を
開
始
し
た
。

３ 

　 

活
動
の
概
要

　

今
回
の
保
健
師
等
の
応
援
派
遣

は
、
岩
手
県
大
船
渡
保
健
所
管
内

の
「
陸
前
高
田
市
」
に
一
チ
ー
ム
、

福
島
県
県け

ん
ぽ
く北

保
健
福
祉
事
務
所
管

内
の
「
福
島
市
」
及
び
福
島
県
県け

ん

中ち
ゅ
う

保
健
福
祉
事
務
所
管
内
の
「
郡

山
市
」
に
一
チ
ー
ム
、
計
二
チ
ー

ム
の
派
遣
を
実
施
し
た
。
特
に「
陸

前
高
田
市
」
で
は
、
被
災
地
の
広

域
性
と
迅
速
な
移
動
に
よ
る
巡
回

相
談
な
ど
機
動
的
な
活
動
の
実
施
。

そ
し
て
、
現
地
自
治
体
の
甚
大
な

被
災
状
況
を
踏
ま
え
、
デ
ー
タ
作

成
な
ど
の
作
業
や
情
報
集
約
が
求

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
初
め
て
事

務
職
等
が
同
行
し
た
多
職
種
の

チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。（
表
１
）

❶
岩
手
県
の
活
動
概
況

　

岩
手
県
「
陸
前
高
田
市
」
で
は
、

避
難
住
民
へ
の
健
康
相
談
活
動
、

医
療
が
必
要
な
人
の
受
診
調
整
や

感
染
症
予
防
、
心
の
ケ
ア
対
策
等

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
仮
設
住
宅

に
入
居
し
た
世
帯
へ
の
全
戸
訪
問

を
行
い
、
熱
中
症
予
防
、
生
活
環

境
の
変
化
に
よ
る
健
康
状
態
の
悪

化
予
防
に
取
り
組
む
一
方
で
、
孤

独
死
を
防
ぐ
地
域
の
交
流
活
動
の

立
ち
上
げ
な
ど
、
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
支
援
も
行
っ
た
。

ま
た
、
活
動
の
中
で
把
握
し
た
地

域
の
情
報（
人
材
、社
会
資
源
な
ど
）

執
筆戸

矢
崎　

悦
子

健
康
福
祉
局
福
祉
保
健
課
担
当
係
長

図１　被災地に対する保健師等派遣の仕組み

表１　派遣実績等について
派遣先 開始日～終了 派遣の体制・期間 実　　　績

岩手県 大船渡保健所
（陸前高田市）

3/14（月）から
8/31（水）まで

保健師　２名
事務職等１名
【４泊５日～　
　　８泊９日】

派遣日数　 171日
派遣者実数　99人
延べ人数　 663人

福島県

県北保健所
（福島市）

4/5（火）から
5/3（火）まで

保健師　２名
【６泊７日】

派遣日数　　85日
派遣者実数　26人
延べ人数　 194人県中保健所

（郡山市）
5/3（火）から
6/28（火）まで
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を
ま
と
め
、
被
災
自
治
体
へ
の
活

動
支
援
も
行
っ
た
。（
表
２
）

❷
福
島
県
の
活
動
概
況

　
「
福
島
市
」
及
び
「
郡
山
市
」
で

は
、
大
規
模
な
避
難
所
、
二
次
避

難
所
（
ホ
テ
ル
・
旅
館
）
な
ど
の

巡
回
健
康
相
談
及
び
心
の
ケ
ア
対

策
を
行
っ
た
。
千
人
規
模
の
避
難

所
で
は
、
避
難
生
活
で
不
足
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
補
完
す
る
た
め
、
避

難
所
内
に
高
齢
者
の
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
子
ど
も
の
一
時
保
育

な
ど
の
支
援
活
動
を
新
た
に
立
ち

上
げ
た
。
ま
た
、
二
次
避
難
所
の

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
へ
の
戸
別
訪
問

を
行
い
、
健
康
状
態
の
悪
化
を
予

防
す
る
活
動
や
先
行
き
が
見
え
な

い
生
活
、
放
射
能
へ
の
不
安
な
ど

を
傾
聴
し
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
対
策

に
も
取
り
組
ん
だ
。（
表
３
）

４ 

　 

発
災
直
後
の
活
動（
岩
手
県
）

❶
避
難
所
等
の
把
握

　

震
災
三
日
目
か
ら
活
動
を
開
始
。

市
対
策
本
部
と
な
る
陸
前
高
田
市

の
市
役
所
は
、津
波
に
よ
り
全
壊
。

住
民
情
報
や
資
料
が
消
失
し
た
状

況
の
た
め
、
臨
時
の
市
対
策
本
部

及
び
住
民
か
ら
情
報
を
得
な
が
ら
、

避
難
所（
学
校
、
公
民
館
、
寺
院
、

民
家
な
ど
多
様
）
の
特
定
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。

※
参
考

　

陸
前
高
田
市
の
人
口
は
約
二
万

四
千
人
。
そ
の
半
数
の
一
万
人
の

市
民
が
最
大
84
か
所
の
避
難
所
で

避
難
生
活
を
送
っ
た
。

❷
支
援
が
必
要
な
人
の
把
握

　

地
元
医
師
、
地
域
を
知
る
看
護

師
、
民
生
委
員
等
か
ら
避
難
所
・

避
難
所
以
外
の
在
宅
の
介
護
が
必

要
な
人
の
情
報
を
入
手
。
避
難
所

の
巡
回
や
家
庭
に
訪
問
し
、
住
民

の
健
康
状
況
の
把
握
と
と
も
に
、

医
療
や
介
護
支
援
等
対
応
が
必
要

な
住
民
の
把
握
と
支
援
を
行
っ
た
。

な
お
、発
災
当
初
、多
く
の
住
民
が
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾

患
を
抱
え
、
不
眠
、
寒
さ
等
の
影

響
か
ら
、
通
常
よ
り
も
血
圧
が
高

い
状
態
で
あ
っ
た
。

※
参
考　

住
民
の
様
子

○
多
く
の
避
難
所
に
は
、
医
療
費

免
除
な
ど
の
行
政
情
報
が
届
い
て

い
な
か
っ
た
。

○
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
避
難
し

た
所
で
は
、周
囲
へ
の
遠
慮
か
ら
、

排
泄
介
助
、
体
位
変
換
な
ど
十
分

な
介
護
が
で
き
ず
、
褥じ

ょ
く
そ
う創

（
い
わ

ゆ
る
「
床
ず
れ
」
の
こ
と
）、
誤
嚥

性
肺
炎
の
危
険
性
を
抱
え
て
い
た
。

○
配
給
物
資
が
十
分
に
届
か
な
い

時
期
に
は
、
通
常
の
半
分
以
下
の

食
事
の
摂
取
量
で
あ
っ
た
。
自
宅

の
後
片
付
け
な
ど
体
を
動
か
し
た

結
果
、
疲
労
の
蓄
積
と
風
邪
症
状

か
ら
夜
間
に
意
識
を
消
失
し
た
た

め
、
緊
急
搬
送
を
行
っ
た
。

❸
健
康
不
安
の
軽
減

　

医
療
状
況
の
改
善
ま
で
の
約
三

週
間
は
、
住
民
の
医
療
・
健
康
不

安
の
軽
減
の
た
め
、
避
難
所
の
一

つ
「
華け

蔵ぞ
う

寺じ

」
を
宿
泊
及
び
活
動

拠
点
と
し
、
二
十
四
時
間
体
制
で

支
援
活
動
を
行
っ
た
。

　

発
災
当
初
は
、
津
波
に
よ
る
薬

の
流
失
や
医
療
機
関
及
び
薬
局
の

被
災
に
よ
り
医
薬
品
不
足
が
深
刻

で
、
地
元
医
師
に
よ
る
診
療
（
診

療
所
は
被
災
し
、
保
育
園
・
学
校

に
仮
設
診
療
所
を
設
置
）
と
日
赤

の
医
療
チ
ー
ム
に
よ
る
巡
回
が
頼

り
で
あ
っ
た
。
給
油
、
道
路
状
況

の
改
善
に
よ
り
、
全
国
か
ら
大
学

や
他
自
治
体
の
医
療
チ
ー
ム
の
巡

回
が
始
ま
り
、
約
二
週
間
余
り
で

医
薬
品
の
調
達
が
可
能
と
な
っ
た
。

❹
感
染
症
・
二
次
被
害
の
予
防

　

風
邪
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
発
生

の
予
防
策
と
し
て
、
手
指
消
毒
薬

の
使
用
方
法
の
実
技
指
導
等
を

行
っ
た
。
ま
た
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク

ラ
ス
症
候
群
の
予
防
の
体
操
な
ど

も
同
時
に
実
施
し
た
。

表２　陸前高田市における活動内容の変遷
時期 主な活動内容 現地の出来事（一部）

３月中旬か
ら４月上旬

避難所及び個人宅へ巡回し、医
療が必要な人の把握から医療・
介護への導入調整・心のケアな
どを実施
感染症・深部静脈血栓症/肺塞
栓症（以下、エコノミークラス
症候群とする。）などの二次被
害の拡大防止等

当初の通信手段は、一部の携帯電
話のみ使用可能。（3/20頃から）給
油・道路状況が改善し、支援チー
ムが多数現地入り。
3/21  自衛隊による入浴サービス開
始
3/26  仮設住宅申込み開始
自衛隊による洗濯サービス開始
3/27  給油券の配布開始
3月末  市内２か所で出張販売所開始
4/1  岩手歯科医師会による巡回歯
科診療開始

４月上旬～
５月上旬

避難所等への巡回相談及び広田
地区の全住民へ健康相談（約
3,700件の聞き取り調査）を実
施、在宅の支援が必要な人への
継続訪問

4/4～4/8  未就学児対象とした青空
保育の開催
4/6  障害者相談支援センター設置
4/6～  保健師により全市民を対象
に健康状態や生活の様子を調査
4/7  【震度６強の余震あり】母子健
康手帳・妊婦健康受診票の交付開
始
4/9  仮設住宅への入居受付開始
4/15～  保育園（午前のみ）開始
4/20～  市内の小・中学校の再開
下水道の一部復旧（水洗トイレ使
用可）
4/27  罹災証明発行開始

５月上旬～
５月末

避難所等の巡回相談の継続、在
宅の支援が必要な人への継続訪
問、健康教育の検討及び実施

5/3～  コミュニティバス運行開始
5/6～  倒壊家屋の撤去作業開始
5/9～5/13  薬剤医師会による相談会
5/9～6/17  学校カウンセラーによ
る子どもの心のケア
5/16～  仮市庁舎に移転、国民健康
保険被保険者証の再交付開始、義
援金の申請開始

５月末 健康相談（聞き取り調査）の台
帳化、支援が必要な人の抽出

６月～
８月末

仮設住宅への全戸訪問及び支援
台帳のデータベース化
要支援者への戸別訪問、健康教
育の実施
住民のニーズ及び地域活動の中
心となる人材の把握、地域活動
の立ち上げ支援等 （６月～広田
地区民生委員協議会再開）

6月～  乳幼児健診・予防接種再開
6/28～  地域サロン「お茶っこ飲み
の会」（社会福祉協議会主催）開始
6/29  上水道使用再開（全市）
～7/10  災害救助法による食料支援終了
7/20  自衛隊撤収
7/25～  県立高田病院　仮設診療所
で診療開始
7/29  日赤救護所の閉鎖

表３　福島県における活動内容の変遷
時期・活動場所 主な活動内容

４月５日～５月3日
福島県県北保健福祉
事務所（福島市）
【避難所（福島市あづ
ま総合運動公園）を
担当】

巡回相談による医療が必要な人の把握、医療・介護
等調整・心のケア、避難者のニーズ把握、エコノミー
クラス症候群などの二次被害の拡大防止等
介護が必要な人が入浴できる環境整備、入浴介助等
の補助・安全確認
子育て支援（保育スペースの確保、一時保育）の企
画・調整

５月３日～６月28日
福島県県中保健福祉事
務所（郡山市）
【主に二次避難所担当】

大規模避難所の巡回相談、避難者のニーズ把握、二次
避難所（旅館・ホテル等）の巡回相談による医療が必
要な人の把握、医療・介護への導入調整、心のケア等
エコノミークラス症候群などの二次被害の拡大防止等
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❺
在
宅
介
護
へ
の
支
援

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
断
絶
や
在
宅

介
護
事
業
者
の
被
災
か
ら
サ
ー
ビ

ス
は
停
止
し
、
在
宅
介
護
は
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
訪
問
先

で
は
、
停
電
に
よ
り
エ
ア
・
マ
ッ

ト
が
利
用
で
き
ず
、
褥
創
が
で
き

た
高
齢
者
も
み
ら
れ
、
受
診
ま
で

褥
創
の
ケ
ア
や
電
源
確
保
の
調
整

な
ど
を
行
っ
た
。

５ 

　  

発
災
か
ら
約
半
年
後
の
活
動

（
岩
手
県
）

❶ 

仮
設
住
宅
へ
の
訪
問
と
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
支
援

　

完
成
し
た
仮
設
住
宅
に
随
時
入

居
が
開
始
さ
れ
た
。（
８
月
14
日
に

は
す
べ
て
の
避
難
所
が
解
消
。）
そ

こ
で
、
６
月
か
ら
８
月
末
ま
で
、

仮
設
住
宅
に
入
居
し
た
全
世
帯
に

家
庭
訪
問
を
実
施
し
た
。
こ
の
訪

問
は
、
住
居
環
境
の
変
化
に
よ
り

表
れ
る
体
調
の
変
化
と
生
活
支
援

ニ
ー
ズ
の
把
握
を
目
的
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
入
居
後
の
孤
立
化
を

防
ぐ
仕
掛
け
に
も
取
り
組
ん
だ
。

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
む

け
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
野
菜
作
り

を
居
住
者
と
と
も
に
行
う
な
ど
、

住
民
の
生
活
習
慣
・
文
化
な
ど
に

沿
う
居
住
者
同
士
の
交
流
の
機
会

を
提
案
し
、
住
民
や
支
援
組
織（
森

林
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
）
と
の
協
働
に
よ
る

支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

❷ 

被
災
自
治
体
及
び
支
援
組
織
と

の
連
携

　

陸
前
高
田
市
で
は
、
医
療
関
係

94
チ
ー
ム
、
保
健
師
17
チ
ー
ム
、

心
の
ケ
ア
７
チ
ー
ム
と
多
種
多
様

な
チ
ー
ム
が
活
動
し
た
（
６
月
末

時
点
）。
多
様
な
チ
ー
ム
を
束
ね
、

有
機
的
な
チ
ー
ム
活
動
と
す
る
た

め
に
は
、
情
報
の
共
有
と
連
絡
調

整
を
図
り
つ
つ
、
相
互
連
携
の
も

と
で
円
滑
な
支
援
が
で
き
る
関
係

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。そ
こ
で
、

３
月
末
か
ら
現
地
自
治
体
等
を
事

務
局
に
、
毎
日
、
連
絡
調
整
の
た

め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
全

体
調
整
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
す

べ
て
の
保
健
師
チ
ー
ム
は
こ
の
全

体
調
整
の
も
と
、
各
チ
ー
ム
が
特

定
の
地
区
を
持
つ「
地
区
担
当
制
」

を
組
み
、
各
チ
ー
ム
が
主
体
的
に

担
当
地
区
の
支
援
活
動
を
展
開
す

る
体
制
を
取
っ
た
。（
図
２
）

　

こ
の
「
地
区
担
当
制
」
の
利
点

と
し
て
、
①
保
健
活
動
の
基
盤
と

な
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
意

識
し
た
活
動
が
図
れ
る
こ
と
、
②

平
常
時
か
ら
地
区
担
当
制
に
よ
る

業
務
が
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、

即
、
災
害
対
応
で
も
応
用
が
可
能

で
あ
る
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

６ 

　 

災
害
特
性
か
ら
見
え
た
課
題

❶ 

岩
手
県
〜
地
震
で
は
な
く
津
波

に
よ
る
甚
大
な
被
害

津
波
に
よ
り
生
活
の
場
が
消
失

○
津
波
で
全
て
流
出
。
家
族
等
を

目
の
前
で
失
う
な
ど
悲
惨
な
体
験

が
重
な
っ
て
い
る
。

○
自
治
体
機
能
を
は
じ
め
、
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
復
旧
ま
で

に
か
な
り
の
時
間
が
必
要
。

○
地
域
の
自
治
機
能
が
低
下
。

（
リ
ー
ダ
ー
の
不
在
、
地
域
の
人
材

不
足
な
ど
）

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン（
上
下
水
道
等
）

の
復
旧
に
時
間
と
費
用
が
か
か
る
。

○
自
宅
と
離
れ
た
場
所
へ
避
難
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
例
や
、
親
戚
等

を
頼
り
内
陸
部
等
へ
自
主
避
難
す

る
事
例
も
目
立
つ
。

○
仮
設
住
宅
が
高
台
に
あ
る
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
で
は
な
い
住
宅
で
の

生
活
な
ど
、
生
活
再
建
に
向
け
た

厳
し
い
環
境
。

地
域
の
防
災
拠
点
（
小
中
学
校
）

が
被
災
し
、
拠
点
機
能
が
発
揮
で

き
ず

○
寺
院
や
公
民
館
、「
親
戚
宅
」
等

が
臨
時
の
避
難
所
の
機
能
を
果
た

す
。

○
拠
点
の
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
い
人

が
避
難
所
運
営
を
担
う
場
合
も
あ

る
（
寺
の
住
職
等
）。

○
介
護
が
必
要
な
人
、
障
害
者
等

へ
の
配
慮
や
介
護
が
困
難
な
民
家

等
の
避
難
所
が
点
在
。

多
く
の
自
治
体
職
員
が
死
亡
・
行

方
不
明
の
た
め
調
整
役
が
不
在

○
支
援
者
間
の
調
整
役
と
し
て
の

機
能
が
充
分
に
果
た
せ
な
い
。（
陸

前
高
田
市
職
員
２
９
５
人
の
う
ち

図２　陸前高田市保健医療にかかる体制図（陸前高田市作成資料）
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２
割
以
上
の
68
人
が
震
災
で
犠
牲
。

保
健
師
は
、９
人
中
６
人
が
犠
牲
。）

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
建
て
直
し
と

同
時
に
、
被
災
者
の
生
活
支
援
が

急
務
。
両
方
同
時
に
対
応
す
る
マ

ン
パ
ワ
ー
が
不
足
。
特
に
全
体
の

統
括
や
調
整
・
決
定
の
機
能
が
低

下
。

地
元
住
民
以
外
の
被
災
者
が
少
な
い

○
観
光
シ
ー
ズ
ン
前
で
あ
っ
た
こ

と
。
社
会
経
済
構
造
か
ら
外
部
住

民
の
流
入
は
少
な
く
、
被
災
者
の

大
半
は
地
域
住
民
で
あ
り
、
被
災

者
の
把
握
が
し
や
す
か
っ
た
。（
横

浜
市
の
場
合
は
、
時
間
帯
に
も
よ

る
が
、
通
勤
通
学
・
観
光
・
経
済

活
動
等
で
多
く
の
人
が
居
住
地
以

外
で
被
災
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

状
況
把
握
の
困
難
さ
が
想
定
さ
れ

る
。）

❷ 

福
島
県
〜
放
射
能
被
害
、
地
元

で
は
な
い
自
治
体
へ
の
避
難

遠
隔
地
の
他
自
治
体
へ
の
避
難
が

長
期
に
わ
た
り
必
要

○
被
災
市
町
村
（
住
民
票
が
あ
る

所
）
と
受
け
入
れ
市
町
村
（
避
難

場
所
）
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
対
応

の
混
乱
。（
阪
神
淡
路
大
震
災
等
、

今
ま
で
は
同
一自
治
体
内
で
の
避
難
）

○
中
・
長
期
的
な
避
難
生
活
か
ら

生
じ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
保

育
・
介
護
・
教
育
等
）
を
補
完
す

る
取
組
の
必
要
性
。

複
数
の
自
治
体
住
民
が
混
在
し
た
、

千
人
規
模
で
生
活
す
る
大
規
模
避

難
所
が
存
在

○
規
模
の
大
き
さ
か
ら
支
援
が
必

要
な
人
の
把
握
が
容
易
で
な
く
、

把
握
か
ら
支
援
ま
で
の
マ
ン
パ

ワ
ー
が
必
要
。

○
元
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
異
な

る
入
居
者
の
た
め
、
避
難
所
の
運

営
協
力
に
住
民
の
力
を
活
か
す
こ

と
が
困
難
。
ま
ず
は
、
避
難
者
同

士
の
つ
な
が
り
促
す
機
会
作
り
か

ら
。
避
難
所
の
円
滑
な
運
営
に
至

る
ま
で
の
か
な
り
の
時
間
が
必
要
。

○
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
の
生
活
の
た

め
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

の
予
防
及
び
介
護
予
防
が
重
要
。

ま
た
、
感
染
症
の
集
団
発
生
等
の

リ
ス
ク
が
大
き
く
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
の
必
要
性
も
高
い
。

仮
設
住
宅
の
入
居
も
、
県
内
広
域

の
他
市
町
村
に
分
散

○
元
々
の
市
町
村
・
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
考
慮
し
た
仮
設
住
宅
入

居
が
調
整
で
き
ず
。
ま
た
、
県
内

に
分
散
入
居
の
た
め
、
住
民
同
士

の
相
互
の
支
え
あ
い
が
困
難
と
な

り
、
よ
り
支
援
側
の
マ
ン
パ
ワ
ー

が
必
要
。

７ 

　  

課
題
か
ら
横
浜
市
の
防
災
対

策
に
活
か
す
視
点

❶
地
域
防
災
拠
点
の
設
置
・
運
営

上
の
工
夫
の
準
備

支
援
が
必
要
な
人
等
の
避
難
所
の

受
け
入
れ
ル
ー
ル
の
準
備

　

地
域
防
災
拠
点
の
円
滑
な
運
営

に
は
、
地
域
の
関
係
者
と
支
援
の

必
要
な
人
へ
の
配
慮
な
ど
（
ト
イ

レ
、
授
乳
室
、
情
報
の
周
知
方
法

な
ど
）
を
事
前
に
各
地
域
防
災
拠

点
運
営
委
員
会
と
協
議
の
上
、ル
ー

ル
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
地
域
防
災
拠
点
で
の
生
活
が

難
し
い
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
や
障
害
者
等
の
た
め
に
「
特
別

避
難
所
」が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

各
区
が
対
象
者
の
優
先
度
を
判
断

す
る
共
通
の
基
準
が
明
確
化
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
設
置
・
運
営
に

関
す
る
具
体
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り

に
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

地
域
防
災
拠
点
自
体
が
被
災
、
あ

る
い
は
満
員
に
な
っ
た
場
合
の
代

替
候
補
の
想
定

　

災
害
規
模
に
よ
っ
て
は
物
資
確

保
や
安
眠
の
た
め
夜
だ
け
避
難
所

に
来
る
住
民
も
想
定
さ
れ
る
。
収

容
人
数
の
限
界
を
超
え
た
際
の
、

代
替
避
難
場
所
の
確
保
が
重
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
施
設
等

の
運
営
管
理
者
と
大
ま
か
な
受
け

入
れ
ル
ー
ル
等
を
決
め
て
お
く
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。（
例
：
保
育

園
・
寺
社
・
地
元
企
業
等
、
協
定

等
を
事
前
に
取
り
交
わ
し
、
代
替

避
難
所
と
す
る
な
ど
。）

❷ 

市
外
在
住
者
の
た
め
の
一
時
避

難
場
所
の
確
保
（
帰
宅
困
難
者

へ
の
対
応
）

　

横
浜
で
は
時
間
帯
に
よ
り
、
市

民
以
外
に
も
被
災
者
と
し
て
、
観

光
客
・
通
勤
通
学
や
商
業
活
動
等

の
市
外
在
住
者
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
が
想
定
で
き
る
。
情
報
や
物

資
の
効
果
的
な
提
供
な
ど
の
支
援

策
が
行
え
る
よ
う
、
交
通
の
要
所

ご
と
に
、
帰
宅
困
難
者
専
用
避
難

所
を
地
元
住
民
の
避
難
場
所
と
は

分
け
て
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。

❸ 

支
援
が
必
要
な
人
の
把
握
・
安

否
確
認
の
仕
組
み
と
日
頃
か
ら

の
住
民
相
互
の
つ
な
が
り

　

陸
前
高
田
市
で
は
、
従
来
の
住

民
同
士
の
つ
な
が
り
で
お
互
い
を

把
握
・
支
援
し
て
い
た
の
で
、
支

援
が
必
要
な
人
の
把
握
・
支
援
物

資
の
分
配
・
避
難
所
運
営
等
が
円

滑
で
あ
っ
た
。
住
民
相
互
の
つ
な

が
り
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
横
浜
の
よ
う
な
都
市
型

に
応
じ
た
日
頃
か
ら
の
把
握
の
仕

組
み
と
災
害
時
の
地
域
住
民
の
安

否
確
認
が
円
滑
に
で
き
る
新
た
な

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

❹ 

医
療
機
関
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

等
と
の
連
携
強
化

　

看
護
・
介
護
・
障
害
者
自
立
支

援
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
者
、
人
工

透
析
等
の
実
施
医
療
機
関
と
連
携

し
、
区
ご
と
に
要
支
援
者
の
支
援

の
協
力
の
仕
組
み
を
整
理
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。



44 調査季報 vol.169・2011.11 ■

❺ 

自
治
体
等
か
ら
派
遣
調
整
役
と

な
る
専
門
職
の
別
配
置

　

発
災
直
後
か
ら
、
各
自
治
体
や

大
学
・
医
療
機
関
・
専
門
職
集
団
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
医

療
・
保
健
・
福
祉
関
係
支
援
者
が

多
数
応
援
に
入
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
そ
の
受
け
入
れ
態
勢
を
作
る

こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
被
災
自

治
体
（
本
市
の
場
合
は
局
及
び
区

単
位
で
必
要
）
の
災
害
対
策
本
部

に
は
、
専
門
職
の
調
整
役
を
配
置

し
、
そ
の
調
整
役
に
は
支
援
者
を

采
配
で
き
る
権
限
、
そ
し
て
、
各

支
援
活
動
の
情
報
集
約
及
び
発
信

機
能
を
役
割
と
し
て
持
た
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
市
災
害
対
策
組

織
・
班
構
成
は
、
区
・
局
別
に
所

属
す
る
組
織
基
盤
で
人
の
配
置
と

班
編
成
が
さ
れ
て
い
る
が
、
保
健

師
等
の
専
門
職
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
班
や
援
護
班
等
所
属
課
の
役
割

に
は
配
置
せ
ず
、
被
災
者
応
援
の

他
自
治
体
・
医
療
機
関
等
の
受
け

入
れ
調
整
及
び
現
地
避
難
所
の
保

健
医
療
対
応
調
整
と
情
報
集
約
、

避
難
所
や
在
宅
被
災
者
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
復
旧
等
生
活
支
援
の
役

割
を
果
た
す
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
、

新
た
に
「
被
災
者
・
避
難
所
生
活

支
援
班
（
仮
称
）」
等
の
別
配
置
を

行
い
、
充
分
な
応
援
者
受
け
入
れ

と
横
浜
市
民
の
被
災
者
対
応
の
調

整
役
を
果
た
す
機
能
を
確
立
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

❻ 

区
・
局
間
の
応
援
体
制
の
仕
組

み
づ
く
り

　

今
回
の
災
害
で
は
、
市
町
村
の

管
理
職
級
職
員
が
多
数
死
傷
し
、

調
整
決
定
の
機
能
が
不
十
分
で
自

治
体
機
能
が
著
し
く
低
下
し
た
こ

と
か
ら
、
市
町
村
機
能
の
回
復
が

遅
れ
て
い
た
。
被
害
の
程
度
に
も

よ
る
が
、
特
定
区
に
お
い
て
職
員

を
含
む
人
的
な
被
害
を
被
っ
た
場

合
に
、
ま
ず
は
本
庁
や
他
区
か
ら

の
本
部
機
能
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
被
災
者
支
援
の
応
援

の
み
な
ら
ず
、
行
政
の
調
整
・
決

定
機
能
を
補
完
し
、
自
治
体
と
し

て
判
断
・
決
定
・
調
整
が
で
き
る

よ
う
、
区
間
・
局
間
の
相
互
応
援

の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

❼ 

生
活
者
の
視
点
で
支
援
策
を
実

現
で
き
る
体
制
づ
く
り

　

災
害
発
生
時
は
、
救
急
医
療
、

避
難
者
へ
の
生
活
支
援
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
回
復
等
が
優
先
さ
れ
る

が
、
そ
れ
ら
の
第
一
段
階
が
達
成

さ
れ
た
後
は
、
む
し
ろ
、
生
活
再

建
支
援
が
重
要
で
あ
り
、
発
生
か

ら
の
経
過
に
沿
っ
た
危
機
管
理
の

あ
り
様
が
問
わ
れ
て
い
る
。
生
活

再
建
に
向
け
て
は
、
福
祉
保
健
、

医
療
、
住
宅
、
就
労
、
産
業
の
復
旧
・

復
興
な
ど
幅
広
く
捉
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
人
の
暮
ら
し
に
関
わ
る

実
務
と
能
力
を
持
つ
人
材
が
把
握

し
た
各
部
門
の
情
報
や
支
援
の

ニ
ー
ズ
を
集
約
し
、
総
合
的
に
捉

え
る
こ
と
が
、
現
実
に
即
し
た
支

援
策
の
実
現
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

❽ 

職
員
の
対
応
能
力
の
向
上
と
健

康
管
理

　

災
害
対
応
で
は
、
日
頃
の
実
務

経
験
を
通
じ
培
っ
た
経
験
と
能
力

が
発
揮
さ
れ
る
。言
い
換
え
れ
ば
、

災
害
だ
か
ら
と
言
っ
て
特
別
な
能

力
が
発
揮
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

よ
っ
て
、
平
常
時
か
ら
有
事
を
想

定
し
た
専
門
的
研
修
等
を
行
い
、

職
員
の
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
や
、
こ
れ
ま
で
の
応
援
派
遣
の

経
験
を
多
く
の
職
員
に
還
元
す
る

研
修
等
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
同
時
に
、

区
単
位
等
で
安
否
確
認
情
報
の
受

伝
達
訓
練
等
、
実
際
を
想
定
し
た

訓
練
の
実
施
。
そ
し
て
、
非
常
時

の
効
率
的
な
情
報
収
集
・
伝
達
の

た
め
の
防
災
無
線
・
衛
星
電
話
以

外
の
通
信
機
器
に
つ
い
て
も
試
行

し
、導
入
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

（
例　

通
信
可
能
な
モ
バ
イ
ル
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
の
設
置
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

等
の
活
用
な
ど
）

　

ま
た
、
被
災
者
支
援
業
務
に
よ

り
職
員
が
過
労
に
な
ら
な
い
業
務

管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
な

ど
、
具
体
的
に
整
理
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

❾ 

応
援
派
遣
経
験
の
蓄
積
及
び
そ

の
活
用

　

応
援
派
遣
の
経
験
を
蓄
積
す
る

に
は
、
応
援
派
遣
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

整
備
や
物
品
等
の
備
蓄
を
、
平
常

時
か
ら
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
ま
ず
は
保
健
活

動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
市
町
村
の
支
援
体
制

を
参
考
に
考
え
て
み
る
と
、
領
域

別
（
医
療
、
消
防
、
水
道
、
保
健

な
ど
）
に
派
遣
要
請
に
応
え
る
の

で
は
な
く
、
横
浜
市
と
し
て
総
合

的
な
チ
ー
ム
と
し
て
特
定
の
自
治

体
へ
関
わ
り
、
長
期
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
が
、
災
害
復
興
に
関
す

る
組
織
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
や
部

署
間
の
連
携
の
仕
組
み
の
強
化
に

は
重
要
と
考
え
る
。
全
国
有
数
の

多
職
種
、
職
員
数
を
抱
え
た
自
治

体
と
し
て
の
強
み
を
発
揮
す
る
責

務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

８ 

　 

お
わ
り
に

　

応
援
派
遣
に
あ
た
り
、
派
遣
者

の
選
出
か
ら
業
務
調
整
、
そ
し
て

物
資
の
調
達
等
、
区
役
所
・
関
係

局
な
ど
様
々
な
部
署
か
ら
の
協
力

の
も
と
で
取
り
組
め
た
。
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。

　

派
遣
を
通
じ
て
震
災
・
復
興
対

策
に
は
、
現
地
自
治
体
職
員
の
存

在
が
不
可
欠
で
、
そ
の
存
在
の
有

無
は
、
復
興
の
進
展
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
と
実
感
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
ま

ず
私
た
ち
自
身
が「
生
き
る
」こ
と
、

そ
し
て
、「
横
浜
市
民
の
奉
仕
者（
社

会
や
人
の
た
め
に
つ
く
す
）
と
し

て
行
動
す
る
」
こ
と
が
使
命
と
再

認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

被
災
住
民
の
生
活
復
旧
・
復
興

に
は
年
単
位
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
も
そ
の
動
向
に
関
心
を

持
ち
続
け
、
必
要
な
時
に
対
応
が

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　

こ
の
ま
と
め
に
あ
た
り
、
応
援

派
遣
に
従
事
し
た
保
健
師
、
事
務

職
等
の
皆
様
か
ら
の
活
動
報
告
と

意
見
を
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。


